
令和３年度 大田市立第一中学校 学校経営方針 

 

１ 校 訓  

自 主  協 同  進 歩   

 

２ 学校教育目標 

「活力」と「学力」 未来に向かって生きていく自信づくり 

 

３ めざす学校像 

（１）一人一人を尊重し、誰もが安心して過ごせる学校 

（２）高い向学心と諸活動への意欲溢れる活気に満ちた学校 

（３）夢や目標に向かって継続した努力を積み重ね、より良い社会の形成に貢献する人材を育 

成する学校 

 

４ めざす生徒像 

（１）コミュニケーション力を高め、互いに尊重し、仲間とつながって生きる生徒 

（２）学ぶ意識をもち、他者と学び合い、確かな学力を身につけた生徒 

（３）挨拶、礼儀、マナーなど、時と場に応じたけじめのある言動がとれる生徒自ら進んで学 

ぶ生徒 

 

５ 学校経営の基本方針 

※本校の歴史と伝統を尊重し、健全な精神とともに、心豊かに自信をもって生きていく活力を備 

えた生徒の育成にあたる 

（１）人権・同和教育をすべての教育活動の基底に据え、生徒・教職員をはじめ、すべての人の人   

権を守り、尊重し、人権感覚・人権意識を高め、差別をなくす実践力を身につけ、「しない、

させない、見逃さない」を合言葉にいじめ防止に積極的に取り組む。また、生徒理解に力を

注ぎ、全教職員による進路保障の推進に努める。 

（２）すべての教育活動において、道徳教育をはじめとする心の教育を推進することにより、言葉 

遣いを大切にし、コミュニケーション力を高め、生徒一人一人の自尊感情を高めるとともに、 

互いの個性を認め合う人間関係に裏付けられた集団をつくる。 

（３）学ぶ意欲をもち、他者と協働的に学び合う中で、基礎的・基本的な事項と、自ら考え判断し、  

表現する力、粘り強く課題解決を図ろうとする態度など、「確かな学力」を身につけた生徒の  

育成をめざす学習指導を行う。 

（４）生徒の自治的な活動をとおして、時と場に応じたけじめのある言動を身につけるとともに、 

一中生としての誇りと自覚をもち、認め合い、励まし合い、高め合える生徒の育成に努める。 

（５）キャリア教育の推進や個に応じた進路指導の充実に力を注ぎ、生徒が自己の将来に向けて夢 

や希望を抱き、意欲的に諸活動に取り組んでいく生徒の育成に努める。 

（６）管理体制や環境整備、生徒にとって安全で安心して生活できる学校づくりに努める。 

（７）保護者・地域・学校の連携を密にし、ともに信頼の結ばれたトライアングルの中で、次世代  

を担う生徒を育てるための支援・協力体制を構築する。 

（８）教育公務員としての使命を自覚し、研究と修養に努めるとともに、本校の教育目標達成のた 

め、英知を結集し、連帯して進む職員集団を結成する。 



７ 学校経営の重点  

 ※心の「活力」、生きて働く「学力」を意識して 

（１）人権・同和教育や道徳教育、特別支援教育の充実を図るとともに、より高い人権感覚や人権 

意識を身につけ、差別解消のための実践力を培う。また、学校生活の中から「差別」「いじめ」  

をなくし、安心して生活できる学校の実現に努める。また、私たち教職員をはじめ、生徒に 

も適切な言葉遣いを意識させるとともに、温かい言葉、優しい言葉との出会いを大切にする。 

（２）日常の学校生活において、生徒と共に過ごす時間の共有等を通して生徒理解に努め、生徒情  

報を学年部だけでなく学校全体で共有し、生徒の内面や背景に着目しながら生徒を見取り、 

全教職員で進路保障を進めていく意識を大切にする。 

（３）人間関係づくりを意識した積極的な生徒指導を進め、問題行動の未然防止に努めるとともに、 

問題が生じた時は放置することなく、学年部や生徒指導を中心に組織的で、迅速かつ誠意あ  

る対応を心がけ、事象の早期解決に努める。 

（４）学級活動や生徒会活動などの自主的、自治的な活動を重視し、生徒が意欲的に学校生活に邁 

進していくよう支援する。また、コミュニケーション力を高めることを意識するとともに、 

組織的に高め合う集団づくりに努める。 

（５）生徒の心の成長を意識し、道徳教育をはじめとする心の教育を積極的に推進する。 

（６）新学習指導要領の趣旨を十分に踏まえた授業力の向上をめざし、教材開発、言語活動の充実、 

ＩＣＴ活用、学校図書館活用等、指導方法や指導体制の工夫・改善を図る。 

（７）自分で学習（自学力）できるように個に応じた指導を進めるとともに、学びに向かう力の育 

成や接続校等と連携した取組をとおして、自学意識と自学力を身につけ、学力の向上をめざ 

す。 

（８）けじめのある学校生活をめざし、基本的な生活習慣の育成や挨拶・礼儀・マナー・約束を守 

るなど、規律を重視した指導を行うとともに、判断力や自己決定力の育成をめざした指導を   

意識的に行う。 

（９）キャリア・パスポートの有効な活用や個に応じた進路指導を積極的に展開することで、自己 

の将来を意識させ、生徒が夢や目標に向かって前向きに諸活動に取り組んでいくようキャリ 

ア教育の推進に努める。 

（10）生徒が健康で安全な生活を送るために、学習環境・生活環境を点検整備するとともに、自ら 

の健康づくりや体力づくりに進んで取り組む指導を行う。 

（11）学級・学年・学校だよりの発行や学校ホームページでの更新による情報発信、家庭への電話 

連絡や家庭訪問をとおして、保護者や地域への情報提供や意思の疎通を図り、学校理解や信 

頼関係の構築につなげる。また、外部の人材を教育活動に積極的に活用する。 

（12）サタデースクールや地域活動への積極的な活動を推奨するなど、地域の人に学び、地域の良 

さを実感できる場面を設けるとともに、教職員も積極的に地域との活動に参加し、地域の人 

との関係づくりや地域理解に努める。 

（13）業務改善や働き方改革に力を注ぎ、教職員がゆとりをもって勤務する体制づくりに力を注ぐ 

とともに、教職員一人一人が一中教育にとってかけがえのない存在であるという認識を高め、 

皆が働きやすい場環境の構築に心がける。 


